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図表１ 岩井氏の分類による資本主義の類型








































































































































138 商 経 論 叢 第 5１巻第４号（２０１６．７）
図表２ 経済社会の類型と複式簿記の展開


































（借）農薬衛生費 ××× （貸）クミカン ×××
（例２）１月分乳代が精算されクミカンに入金となった。
（借）クミカン ××× （貸）牛乳収益 ×××
尚，農協側の仕訳は，クミカン科目の貸借が逆になる。
（例３）クミカンから，除草剤販売代金を引き落とした。
（借）クミカン ××× （貸）購買品収益 ×××
（例４）１月分乳代をクミカンに入金した。




























































































































































































































































































































































































































かつて A. C. リトルトンは，簿記会計の発展を次のように言い表した。「光ははじめ十五世紀
に，次いで十九世紀に射したのである。十五世紀の商業と貿易の急速な発達にせまられて，人は
帳簿記入を複式簿記に発達せしめた。時うつって十九世紀にいたるや当時の商業と工業の飛躍的
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